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１
，
８
，
１
６
１
、
Ｉ
、
Ｉ
｜

〔
来
歴
と
概
要
〕
医
事
法
制
史
の
権
威
と
し
て
斯
界
に
名
を
は
せ
、

日
本
医
史
学
会
の
第
五
代
理
事
長
を
つ
と
め
た
山
崎
佐
が
、
確
か

な
史
眼
を
も
っ
て
長
年
に
わ
た
っ
て
蒐
集
し
た
資
料
は
、
戦
災
を
免

れ
て
鎌
倉
市
極
楽
寺
の
自
宅
に
あ
る
由
乏
庵
書
庫
に
お
さ
め
ら
れ
て

い
た
が
、
一
九
六
七
年
氏
の
没
後
、
生
前
か
ら
の
意
志
に
よ
っ
て
順

天
堂
大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
。

山
崎
佐
は
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
（
現
東
大
法
学
部
）
を
卒
業

後
、
検
事
あ
る
い
は
判
事
と
し
て
法
曹
界
に
活
動
の
場
を
も
と
め
、

後
在
野
の
弁
護
士
と
し
て
長
年
に
わ
た
っ
て
活
躍
し
た
。
こ
の
間
東

京
帝
国
大
学
医
科
大
学
（
現
東
大
医
学
部
）
で
医
事
法
制
史
の
講
義
を

お
こ
な
っ
た
の
を
手
始
め
に
、
十
指
に
あ
ま
る
全
国
の
医
科
大
学
で

講
義
を
つ
づ
け
た
。
執
筆
活
動
と
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
り
、
「
日
本

疫
史
及
防
疫
史
」
や
「
江
戸
期
前
日
本
医
事
法
制
の
研
究
」
を
は
じ

め
、
膨
大
な
数
の
著
書
や
論
文
と
し
て
実
を
結
ん
で
い
る
が
、
こ
れ

ら
の
研
究
の
基
礎
資
料
に
な
っ
た
の
が
、
本
山
崎
文
庫
に
収
蔵
さ
れ

て
い
る
史
料
で
あ
る
。

山
崎
佐
の
父
周
太
郎
は
明
治
一
五
、
六
年
ご
ろ
、
千
葉
県
木
更
津

の
地
に
開
業
す
る
に
先
立
ち
、
数
年
間
順
天
堂
医
院
内
科
で
臨
床
経

験
を
つ
み
、
ま
た
兄
直
も
同
じ
内
科
に
入
局
し
た
順
天
堂
一
家
で
あ

順
天
堂
大
学
医
学
部
山
崎
文
庫

文
庫
め
ぐ
り

(6)

る
。
そ
の
よ
う
な
関
係
か
ら
昭
和
四
一
年
二
月
に
、
一
万
二
千
二

二
点
に
お
よ
ぶ
図
書
や
文
献
類
が
順
天
堂
大
学
に
寄
贈
さ
れ
、
医

史
学
上
の
貴
重
な
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
る
道
が
開
か
れ
た
。

山
崎
佐
の
経
歴
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
収
蔵
さ
れ
て
い
る
資
料

は
法
制
学
領
域
の
書
物
が
中
心
で
あ
る
が
、
氏
の
幅
広
い
学
問
的
興

味
に
裏
付
け
さ
れ
て
さ
ら
に
広
範
囲
に
わ
た
る
領
域
の
資
料
に
満
ち

て
い
る
。
一
般
史
の
分
野
で
は
、
武
鑑
を
は
じ
め
郷
土
史
、
温
泉
誌

な
ど
、
ま
た
明
治
初
年
の
条
例
や
布
達
な
ど
を
は
じ
め
、
旧
朝
鮮
や

満
洲
を
ふ
く
む
全
国
に
わ
た
る
地
方
制
度
の
資
料
も
み
ら
れ
る
。

医
学
の
分
野
で
は
医
学
言
や
医
師
の
個
人
伝
記
、
基
礎
と
臨
床
各

科
に
わ
た
る
和
本
や
洋
装
害
、
な
か
で
も
公
衆
衛
生
関
係
や
医
事
法

制
の
分
野
の
資
料
は
圧
巻
で
あ
る
。

〔
蔵
書
目
録
〕
『
山
崎
文
庫
目
録
」
順
天
堂
大
学
図
書
館
編
、
一
九
六

九
年
、
三
二
○
頁

〔
所
在
地
〕
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
’
一
ｌ
一
順
天
堂
大
学
医
学

部
医
史
学
研
究
室
内
〒
Ⅲ
‐
畑
悉
○
三
’
三
八
一
三
’
一
五
九

〔
利
用
法
〕
一
○
時
か
ら
一
七
時
ま
で
（
日
曜
休
み
、
土
曜
は
午
前
中
）

貸
出
し
は
し
な
い
。
カ
メ
ラ
で
の
撮
影
は
自
由
だ
が
、
複
写
は
業
者

に
委
託
す
る
。

（
深
瀬
泰
旦
）


